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　米国で需要情報や購買履歴など「オルタナティブ（代替）・データ」を投資に活用する動
きが加速している。膨大なデータを選別し投資に使えるように組み入れるテクノロジーコス
トは重い。こうした問題を解決して投資家が効率的に利用できるサービスを提供するのがシ
ステム２だ。創業者兼最高経営責任者（ＣＥＯ）のマテイ・ザトレイヌ氏に狙いを聞いた。

　――会社設立のきっかけは。

　「ヘッジファンド運用会社で働いていて、投資の未来はデータ
にあると確信した。投資ファンド各社はオルタナデータの強みを
理解しているものの、それを利用する際に必要なスキルは欠けて
いる。データとなる統計を理解しプログラム化する必要があるか
らだ。当社の技術スタッフは皆ヘッジファンドで働いた経験があ
るので、我々のサービスの生かしどころだ」

　――サービスの内容は。

　「例えば小売り大手の業績をある投資ファンドが知りたいとする。従来なら四半期ごとの
決算資料をあたるのが一般的だが、オルタナデータは顧客の携帯電話やクレジットカードの
使用状況、電子メールで小売会社から受け取ったレシートの内容などを大量に収集して、ど
んな客がどれだけのお金をこの小売会社で使っているかを把握できる。それによって単に売
上高だけでなく、客の質や忠誠度などもわかる。こうしたデータをベンダーから買い集め、
分析して投資ファンドに提供するのが我々の仕事だ」

　――どれだけコスト節約になるのか。

　「統計学などを専攻した大学卒の初任給が年間12万～20万ドル、３～５年の就業経験が加
われば20万～50万ドル、データ部門の責任者なら100万～200万ドルの年収になる。そうし
た専門家が金融の知識を併せ持つのは極めて珍しい。加えてデータを１つのベンダーから買
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うコストは年間５万～６万ドル、クレジットカード情報など高いものでは500万ドル程度か
かる」

　「我々は１つのデータベンダーから購入したデータを複数の顧客に利用できるため、効率
的にオルタナデータを集めることができるので、顧客から徴収する料金も低めに設定でき
る」

（聞き手はニューヨーク＝伴百江）
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